
安曇野ちひろ美術館
美術館・友の会だより
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●展示室1・2

●展示室4

　茂田井武の生誕１００年にあたる２００８年

には、ちひろ美術館・東京で大規模な展

覧会を開催したのをはじめ、画集や絵本

の新刊、復刊も相次ぎました。本展では、

約１６０点の出品作品のうち東京会場とは

３分の１の作品を入れ替え、その画業の

全貌と人物像を紹介します。
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　茂田井武にとって、記憶と夢はイメー

ジの源泉でした。「『その時のそのまま』

と私を納得させる雰囲気、これは月と共

に日と共に暖められて次第に朦朧な輪郭

から鮮明度を加えていく。現像液の中で

印画紙を揺すぶっているようなもので、

もしその時それ以上の濃度でしか映像が

現れない場合はそこまでを第一号として

保存し次の機会のデッサンにゆだねる。

ピンボケ印画は回を重ねるごとに自分の

意に添ってくれる。」と、茂田井は語って

います。幼少時代（図１）や、欧州放浪

の旅での記憶（図２・３）、夢で見た光

景など、自分のなかのかけがえのない印

象を画帳や日記に描きとめ、繰り返し絵

にしました。その絵は、彼自身のごく私

的な光景でありながら、見る人の心の奥

底にある懐かしい光景を、切ないほどに

呼び覚まします。
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　茂田井が子どもの本で活躍をしたの

は、戦時下にあった１９４１年から、２度の出

征をはさんで、亡くなる１９５６年までの１０

年余りでした。戦中戦後の混乱のなかで

紙や印刷の質は悪く、出版に多くの制約

があった時期に、絵本や児童雑誌、童話

集などに 夥 しい数の絵を描いています。
おびただ

それは彼が３人の子の父親となり、共に

過ごした時期にも重なります。我が子の

存在は、放浪者のような生き方をしてき

た茂田井のなかの父性と、柔らかな童心

を呼び覚ましました。日記には次のよう

なことばも記されています。「赤子、小

さい我が再来、暗愚粗雑なる汝の父はや

がて終らん　そうしたら誰がおまえをみ

てゆくか、どうか地球なる大母性のあや

かしを受けて育っていってくれ」。晩年、

病床で描かれた絵には、ますます豊かな

詩情とユーモアが息づき、絵本の草創期

の礎として後に続く画家や編集者に大き

な影響を与えました。

　没後半世紀を越える今も、奈良美智や

片山健、荒井良二等、現代を代表する美

術家や絵本作家が、茂田井武の画集＊に

その絵の魅力を語ることばを寄せていま

す。懐しく、今も新しい、茂田井武の世

界をご覧ください。　　 　（上島史子）

＊『茂田井武美術館　記憶ノカケラ』

　２００８年　講談社・刊

　句画集『ちひろと一茶』の出版を記念

して開催される本展では、小さな生命へ

の愛情や心のふるさと・信州への想いを

感じさせる、小林一茶の句といわさきち

ひろの絵を、ともに紹介します。絵と句

の時代を超えた組み合わせによる新たな

イメージの広がりと、信州ゆかりの作家

の個性の響きあいをお楽しみください。
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　小林一茶は、１７６３年に長野県上水内郡

信濃町柏原に生まれた、江戸時代を代表

する俳人の一人です。幼くして生母を失

った一茶は、継母との折り合いが悪く、

１５歳の春に江戸へ奉公に出されます。２０

歳を過ぎた頃から俳句の道を目指すよう

になり、３０歳から３６歳までは、関西・九

州・四国への俳句修行の旅に明け暮れま

した。一茶は、虫や小動物、子どもへ向

けた愛情を詠んだ親しみやすいものをは

じめ、個性的な俳句を２万句以上残して

います。庶民の立場から、飾り気のない

率直な言葉で詠まれた句には、素朴な人

柄や、実生活における喜怒哀楽すべての

感情が、素直ににじみ出ています。

　ちひろは、若い頃から一茶の俳句に親

しみ、句のなかのユーモアと反骨精神、

小さなものを見つめるやさしさが好きだ

と語っていました。柏原に近いという理

由もあって手に入れた、黒姫高原の山荘

の壁には、「 痩  蛙 まけるな 一  茶  是 に 有 」の
やせ がえる いっ さ これ あり

拓本の掛軸が飾られていました。
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　「 梓  月 」の俳号を持つ父・正勝が、折々
し げつ

句会を開いていたこともあり、ちひろに

とっても俳句は身近なものでした。「五・

七・五」というわずか１７音で綴られる俳

句は、受け手の読み方によってさまざま

な解釈が可能です。情景を自由に想像す

ることで、一つの言葉の意味に、深い奥行

きが生まれます。特に、季節を象徴する

言葉である「季語」は、語句の背景にある

歴史的な意味に、個人の記憶や体験が重

なり連想が連なっていくことで、受け手

のイメージをより一層広げていきます。

　「自分の絵は俳句に似ている」と語って

いたちひろ。説明的な要素をできるだけ

省き、余白を活かして描かれたちひろの

絵もまた、見る人が自由に作品を味わ

い、感じる余地を残しています。

　春の芽吹きを思わせる、やわらかな萌

黄の色使いが印象的な「春の野原」（図

１）。画面上を斜めに走る大胆な筆線の

かすれと、背景の色の濃淡によって、光

にきらめく草むらと風のそよぎが表さ

れ、溢れるような自然の息吹が、絵全体

から感じられます。ちひろの絵には、身

近な自然のモチーフや、変化する光や風

の表情を、四季の移ろいのなかで敏感に

感じ取り、描いているものが多くありま

す。作品に触れる人が、五感を通じて季

節の記憶を甦らせることで、絵のなかの

風景は、より豊かに広がっていきます。
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　「あの 月 をとつてくれろと 泣  子  哉 」な
つき なく こ かな

ど、子どもを詠んだ句でも知られる一茶

は、５４歳にして初めての子を授かりまし

た。以降、わが子を題材にし、幼い子ど

もの愛らしい仕草を多くの句に詠んでい

ます。しかし、生まれた４人の子は、幼

い時期に次々と亡くなり、家庭的には生

涯恵まれませんでした。

　愛娘さと
� �

の誕生と死別を軸に、５７歳の

１年の折々の出来事を綴った句文集『お

らが春』には、「生きし生けるもの、 蚤 、
のみ

 虱 にいたる 迄 、命をしきは人に同じから
しらみ まで

ん」という一茶の言葉があります。一茶

は、小動物や植物に向けて、人間と等し

く親愛の心で語りかける句を詠みまし

た。小さき者、弱い者、目立たない者の

心を、慈しみをこめて見つめる温かなま

なざしは、ちひろの絵の世界に通じてい

ます（図２）。また、「 雀 の 子 そこのけそ
すずめ こ

このけ 御  馬 が 通 る」といった、権威に束
お うま とお

縛されない自由な作風の句は、独自のユ

ーモアや反骨精神とともに強烈な個性を

持った言葉として、現代人の心に、今も

生き続けています。　　　　 （屋代亜由）

出版記念展　ちひろと一茶
●2009年3月1日（日）～5月12日（火）

いわさきちひろ没後３５年
主催：安曇野ちひろ美術館、信濃毎日新聞社　協力：一茶記念館　協賛：株式会社ビー・クス

生誕１００年　夢と記憶の画家　茂田井武展
●2009年3月1日（日）～5月12日（火） 後援　日本国際児童図書評議会、日本児童出版美術家連盟、絵本学会、財団法人日本図書評議会
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●展示室1・2

東京・日本橋の大きな旅館に

生まれる。２３年関東大震災で

生家が全焼。中学卒業後、太

平洋画会研究所、川端画学校

などで絵を学ぶ。３０年シベリ

ア鉄道で渡欧、３３年に帰国。

職を転々とした後、成人雑誌

の挿し絵を描く。４６年日本童

画会入会。５４年小学館児童出

版文化賞受賞。
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２００９年　ちひろ美術館の活動について
安曇野ちひろ美術館館長　松本　猛

活動報告

　今年の１月、うれしい知らせが届きま

した。安曇野ちひろ美術館開館の翌年、

１９９８年に近隣の美術館や自治体とともに

立ち上げた安曇野アートライン推進協議

会が「信州イノベーション大賞」（信州

大学主催）に選ばれたのです。

　イノベーションという言葉は、日本で

は「技術革新」という意味で使われるこ

とが多いですが、本来は「新市場」「新

資源」「新経営理念の開拓」など、幅広

い意味を持って使われます。たしかに安

曇野アートラインは、一館だけではでき

ない広報宣伝活動や、地元の人も観光客

も参加できるイベントに取り組むなど、

今までにない発想で美術館活動の連携を

図ってきました。そのなかで、雑誌やテ

レビなどの企画にもたびたび取り上げら

れ、安曇野の知名度とイメージアップに

貢献してきました。受賞理由は、地域経

済の発展に寄与したことが高く評価され

たからだそうです。

　しかし、これからの時代の美術館は、

今まで以上に難しい運営が強いられま

す。世界的な経済危機によって、日本だ

けでなく世界中の美術館が困難に直面す

るでしょう。企業が支えている私立美術

館は、本業の危機のなかで文化支援事業

を縮小せざるを得ません。公立美術館も

かつてないほどの税収の落ち込みのなか

で、文化予算が厳しく削られ始めていま

す。美術館は人々の文化的、芸術的欲求

に応えるためのものであると同時に、芸

術作品や文化財を後世に伝える使命を持

っています。美術館の運営が困難になる

ということは、収蔵作品の散逸にもつな

がるのです。

　厳しい条件はちひろ美術館も同じで

す。ちひろ美術館は入館料収入や販売物

収入、いわさきちひろの著作権から生ま

れる印税収入によって運営されていま

す。不況によって入館者が激減し、書籍

やグッズが売れなくなれば、運営が困難

におちいります。

　もちろん、ちひろ美術館がこの数年で

危険な状況におちいるということはあり

ませんが、友の会の皆さんをはじめ、ち

ひろ美術館を支えてくださる方々に美術

館の紹介をしていただき、また、知人友

人を誘ってちひろ美術館を訪ねていただ

ければ望外の幸せです。私たちは、展示

をはじめ、さまざまな分野で館の充実を

図り、皆さんをお迎えするべくできるだ

けの努力をいたします。
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　ちひろ美術館にとって、今年の最大の

イベントは、安曇野ちひろ美術館で建設

中だった新収蔵棟が完成し、機能し始め

ることです。新収蔵棟は７１６�で、これ

までの３倍の収蔵庫と書庫、資料研究室

があります。展示室が大きくなるわけで

はありませんが、美術館の心臓部ともい

える研究や企画などの美術館活動が機能

的に行えることによって、東京、安曇野

の両館の展示の質的向上に確実につなが

るはずです。また、作品、資料のコレク

ションを継続的に進め、将来にわたって

優れた絵本作品、資料の継承のために寄

与できる空間的保障ができました。

　展示については、今年は出版と連動し

た企画がたくさんあります。講談社から

３月に出版される『ちひろ 花の画集』は

東京館の３月からの展示に、同時に出版

される『ちひろ いのちの画集』は安曇野

館で５月、東京館では９月の展示になり

ます。

　信濃毎日新聞社から３月に出版される

『ちひろと一茶』は安曇野館の３月から

の展示に、河出書房新社から５月に出版

予定の『ちひろの昭和』は５月の東京館

での展示と連動します。

　また、ミュンヘン国際児童図書館が、

世界３０カ国７２人のイラストレーターに描

きたい絵本の表紙を描いてもらい、実現

した「架空の絵本展」は本邦初公開とな

ります。

　さらに、東京館の夏の展示では、新収

蔵作品「ブリジット・スールデルの肖像」

が初公開される「ちひろとローランサン」

展が、マリー・ローランサン美術館の全

面協力によって実現します。

　厳しい社会情勢のなかでも、ちひろ美

術館はイノベーションの発想を持ちつ

つ、歩みを止めることなく絵本文化の発

展と、子どもの幸せと平和を大切にした

活動を着実に続けてまいります。

　「フォト×俳句」は、写真と俳句を組み

合わせて楽しむ、新しい文化です。デジ

カメや携帯電話のカメラを利用し、気軽

に制作ができることから、若い人たちを

含め、幅広い世代から注目を集めていま

す。

　安曇野ちひろ美術館では、「出版記念

展　ちひろと一茶」にちなんで、信濃毎

日新聞が連載する「フォト×俳句」コー

ナーに掲載された作品と、そこで選者を

つとめる写真家・中谷吉隆氏と俳人・坊

城俊樹氏の未発表作品２点を含む、全４０

点を前期・後期に分けて展示します。

　「異次元の扉をさがす夏休み」（図１）

では、異次元への扉がマンホールという

意外性が魅力です。これは、日常から非

日常への思いが強まる夏休みならではの

作品。このマンホールに描かれているの

は、お城や桃など日本的なモチーフです

が、場所はどこでしょう。黄色いアスフ

ァルトの色が異国風情にあふれ、想像が

ふくらみます。

　直截的に写真を説明したり、俳句の情

景をそのまま撮影するのではなく、互い

に付かず離れずの関係で、見る側の想像

力をかきたてる。そこに、「フォト×俳

句」の魅力と特徴があると、選者の中谷

氏は語ります。

　「木枯らしよ此処が仕事場胸をはる」

（図２）は、不況下に吹きすさぶ木枯ら

しにもめげず、街頭に肌身をさらすマネ

キンのさまが、句とよく響き合っていま

す。日常の情景のなかに、鋭敏に時世を

とらえて魅力的です。

　俳句と写真のコラボレーションが生み

出す新しい世界を、どうぞお楽しみくだ

さい。

（松本　麻野）

「フォト×俳句」展紹介
●多目的ギャラリー

●2009年3月1日（日）～5月12日（火）
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美術館

日記

ちひろを
訪ねる旅����
ヨーロッパ旅行４
イタリア・ヴェネチ
ア、アッシジ、ナポ
リ、ローマ

ひとこと

ふたこと

みこと

　岩崎文江、ちひろ母娘は、旅行団

の一行とともに、４月９日マド

リードを発ち、旅の最終目的地で

あるイタリアに入ります。ニース、

ミラノを経由して１２日にヴェネチ

アに到着しますが、この頃には、文

江も持ち前の快活さを取り戻して

います。ヴェネチアのホテルは、部

屋からの眺めがよく、入れかわり

立ちかわりに画家たちがスケッチ

ブックを抱えて母娘の部屋を訪れ、

人好きの文江を喜ばせました。

　ちひろも母とゴンドラに乗り市

内見物をして、水都を楽しみました。

　１４日、ヴェネチアを出発、一行

はフィレンツェに向かいますが、

途中、昼食の休憩をとったのがボ

ローニャでした。世界最古の大学

があるこの街は、今や絵本の国際

見本市（ブックフェア）と絵本原

画展で知られていますが、フェア

がはじまるのが翌１９６７年、ちひろ

が『ことりのくるひ』で同展のグ

ラフィック賞を受賞するのが７３年

ですから、当時のちひろには想像

もできぬ縁でした。

　ちひろは、フィレンツェ、アッ

シジ、ナポリ、ローマと歴史ある

美しい街や美術館を訪ね、この間、

代表作となるスケッチ群を残して

います。それらの作品を見ると、

訪れた町々の空気を捉え、ヨー

ロッパの落ち着いた色彩の深まり

を捉えていることがわかります。

この経験は、後の作品に有形無形

に影響を与えました。

　４月２５日、一行は無事３３日間の

長旅を終え、羽田に到着します。

空港には、夫・善明の母くらと猛、

妹夫婦のほか、出版社の人たちも

迎えにきていました。

　旅行中の写真を見ると、改めて、

当時の海外旅行が、今とは比較に

ならないほど大変なものであった

ことがわかります。旅先の文江や

ちひろは、いつもきちんとスーツ

を来て、帽子と手袋という正装で

した。海外旅行は当時、ほとんど

の人が知ることのない特別な体験。

旅を終え、文江が周囲の人々に、

「もう死んでもいい」と、その喜び

と娘への感謝を語っていたという

のも、あながち大げさとは言えな

いものでした。　 （竹迫祐子）
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秋のｃhihiro cinema映画上映会は、

雨の中で歌い踊るシーンが有名なミ

ュージカル映画「雨に唄えば」。「現

代の映画に慣れている今、新しく感

じられ、興味深く観た」、「若い頃に

観たが、改めて観て大変楽しかっ

た」と楽しんでいただけた様子。映

画監督の河崎義祐氏（ＮＰＯシネマネ

ットジャパン理事長）の解説、松本

猛館長とのミニ対談も、「時代や制

作背景が分かり楽しい」と好評。
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国営アルプスあづみの公園で、アー

トライン美術館展が開催。安曇野ア

ートラインに参加している美術館・

博物館のうち、１２館の作品が展示さ

れた。当館からも、花とクリスマスを

テーマにしたちひろのピエゾグラフ

作品１０点を展示。今回は、公園のイ

ルミネーションイベント「森の光物

語」に合わせて開催され、約２万人の

方が観覧した。会場では、「思いが

けずちひろの絵を見ることができう

れしい」との声が。多くの方にちひろ

作品を観ていただく機会となった。

��������	
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木祖中学校、福島中学校の先生と生

徒が美術館を訪れた。生徒たちの手

で取り組んだ文化祭でのちひろ複製

画展（スクールミュージアム）、にじ

み体験やスライドトークを行う出前

授業などの交流を経ての、今回の来

館。原画を見ながらのギャラリート

ークや絵本のよみきかせに、生徒た

ちは「絵本や雑誌でみるより、実物

は色が新鮮！」、「説明を聞いて絵を

見ることで、ちひろの表現したいこ

とが、より深くわかった」と新たな

ちひろとの出会いがあったよう。

「家族と一緒に、また来たい」とう

れしい感想も。
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「今日で終わり？ギリギリセー

フ！」「また３月に来ます」とおっし

ゃるお客様をお送りして、閉館。真

っ赤に色づき、写真スポットとして

大人気だった中庭のニシキギもすっ

かり葉が落ち、木の下は紅の絨毯の

よう。今年も無事に開館最後の日を

迎えられたことに感謝して、明日か

らは３月の開館に向けて準備開始。

�������	�

開館中、多くのお客様から「何の工

事ですか？」とご質問をいただいた

新収蔵棟の増築工事もいよいよ大詰

め。冬期休館に入ってからは、展示

室や事務室の改修工事も始まり、そ

のための一時的な引越しも加わって

大忙しの毎日。３月１日のオープン

まであと１ヵ月。よりよい空間、よ

り充実した企画で、お客様を迎える

べく、あともうひとがんばり。

安曇野館のノートに加え、昨年
行われた２つの館外展のお客様
の声をご紹介します。

●２００８年９月２日～１２月１４日
　相田みつを美術館
�������	
��
�

�������	
��

●２００８年１２月１５日～１２月２８日
　ふくい南青山２９１
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北海道から一人旅で長野へ来まし

た。亡くなった祖母がいわさきちひ

ろさんの絵が大好きで、その影響で

このやさしくて可愛い絵が大好きで

す。純粋で大切な何かを思い出させ

てくれるそんな時間となりました。

次回はぜひ、自分の大切な人も連れ

て訪れたいと思います。
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ずっと来たいと思っていた「ちひろ

美術館」、夫とお腹にいる赤ちゃん

と３人で来ました。もうすぐ母にな

る私は、ちひろが描く絵のようにや

さしい母になりたいと思いました。

そして、子どもにたくさんの絵本を

読んであげたいです。また、子ども

と一緒に来たいです。
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相田さん、いわさきさん、両方共大

好きなので感激しました。どちらも

やさしくて、時には背中をそっと押

してくれる温かさがあって。癒され

ました。　　　　　　 （１９歳　学生）
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いわさきちひろとのコラボ、とても

良かったです。子どもの気持ちを大

切にしなくてはいけないと、改めて

考えさせられました。子どもに対

し、なにかにつけ「早くしなさい」

が口癖だった私。その子の良いとこ

ろを見直さなければならないと思う

気持ちでいっぱいになりました。

（４０歳　主婦）
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都会の喧騒を離れて、心洗われる作

品に触れて感激です。絵のなかで、

４歳１０ヵ月で亡くなった娘と出会

えたのもうれしい限りでした。時代

が変わっても、子どもの真実の姿は

美しく、不変なものであると実感し

ました。
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ちひろの絵のあたたかさ、やわらか

さ、やさしさ。冬晴れの日差しあふ

れる今日。冬たんぽぽのような愛ら

しさをいただきました。　

��������	

純粋なはずの子どもの瞳が、戦火の

下ではとても鋭いことが印象的で、

また悲しいことだと感じました。

ボローニャのレストランにて
４月１４日、ヴェネチアを発ち、フィレン
ツェに向かう一行は、途中、ボローニャ
で昼食休憩をとっている。メニューは、
「肉の上にベーコン、ソースかけ、ジャ
ガイモのマッシュ、菜の油炒め、オレン
ジジュース」と文江は記している。
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〒399-8501　長野県北安曇郡松川村西原　テレホンガイド0261-62-0777　Tel.0261-62-0772　Fax 0261-62-0774
http://www.chihiro.jp/　E-mail:chihiroa@seagreen.ocn.ne.jp

�������	���

�������	
��
�������������������

��������

�������	
���
��������������
������� !"��

�������		
��
�������������������� !"#$��

������������	
�������������	���
��
���

�������	
��

�������
���

�������	
��
��������

�������	
��
����
�

�������	
����������

�������	
��
���

�������	
��
�������

������

�������	��������

������

�������	
	��
�����������
�������	
��
������������������	
��
�

�������	
�����

��������	
����

�������	
��
�

��������	
��


��������������

�������	
���


�����

��������	
�

����������������	
��
��

�������

��������	
���
�������������������

�������	
��
����������	�

��������	
��

�������	
��
���������������������

�������		
��
���������������

�������	
��
�����������������

��������	
��
������������������� !�

�������	
���
��������������������

�������	
��
�����������������

�������	
��
��������������

�������	
��
���������
�����������

�������	
��

������������������������

��������	
��
������
��
�

�����������	
��
����������

�������	
��
������������

��������	
��
��	�����������

�������	
��
�����������������


������������

�������	
��
������������

�������	
���
�
���������
������

�������	
��
�������������������

�������	
�
�
��	�
����

�������	
��
�������������������

�������	
��
������������������

�������	
��


�������	
��
�� �������	
��
�
������� �����������
���������	
�

��������	
��
�������

�������	
��
�������������

��������������	
��
���

��������	
��
��

�������	
��
�����������

�������������	
��


�������	
��

���

������������	
����

�����������	
��
������������������

�������	
��
��

�������	
��
�������

�������	
��
��������

�������	
��
�������

�������	
�

���������	
�����
�

�������	
��


�����������������	
�
�
�

��������	
��
��������������������

�����

�����

�������	
���
����
�������������

�����

�������	�
��
�

�������	
�������	
���������������

�������	
��������	
����������	
���

�������	
�����	
���������������

�������	
��
�

�������	
��
����������

��������	
��
���������

��������	
���

�������	
��


�������	
�

��������	

�������	
���
������
���

���������	
��
���������������������

�������

�������	
���
���

�������	
��
��������������������� 

�������	
��


������

�������	
���
���

�������	
����
��������������������

�����

�����

�������	
��
������������	

�������	
��
�������������

�������	�
��
������������

������

�������	
��
�������������������

�������	
��
����������

�������	�
�������

����



�������	
��
���
���

�������	
��
��
���������������� 


	安曇野55_01
	安曇野55_02
	安曇野55_03
	安曇野55_04
	安曇野55_05
	安曇野55_06

